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大規模地震発生時には広域で同時多発的に発生する被災者をいかに早く病院

へ搬送するかが重要である．市町村合併に伴う病院の整理・統合もあり，高速

道路は迅速な搬送のために役立つことが期待されるが,被災状況を点検するま

で通行止めにせざるを得ないため，その効果が得られないという問題がある． 

本研究では，道路ネットワーク上の特定の道路区間が一定時間通行できない

状況の表現方法を述べ，さらに重傷者の死亡リスクを低減させる点検体制事前

計画問題のモデルを提案する．簡単な計算例にも触れる予定である． 
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